
西部航空音楽隊隊員と川崎北自衛官募集相談員たち

砕氷艦「しらせ」を前に「想像以上の大きさ」

予備自衛官等制度について聴講する海自隊員

３
名
の
九
州
地
区
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

１
日
目
は
、
海
自
佐
世
保
史
料
館
を
訪
れ
、
最
初
に

倉
橋
准
陸
尉
）
は
、
１
０
月
１
８
日
（
水
）
〜
２
０
日

（
金
）
の
３
日
間
、
川
崎
北
自
衛
官
募
集
相
談
員
会
１

料
に
感
嘆
の
声
が
挙
が
る
な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
過

説
明
を
受
け
、
相
談
員
は
「
防
衛
校
長
会
・
福
岡
教
育

な
ど
と
質
問
し
、
隊
員
は
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

溝
の
口
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
部
隊
研
修
等
を
支

音
楽
隊
を
訪
れ
、
正
門
で
は
准
曹
士
先
任
と
溝
の
口
募

軍
の
艦
船
を
望
み
、
続
い
て
旧
軍
か
ら
現
在
の
海
上
自

２
日
目
は
、
福
岡
地
方
協
力
本
部
に
お
い
て
、
募
集

が
よ
り
強
固
な
こ
と
に
心
を
打
た
れ
た
」
と
話
し
た
。

け
、
２
人
の
案
内
に
よ
り
、
基
地
内
を
見
学
し
た
。
音

相
談
員
は
「
幹
部
自
衛
官
は
、
な
ぜ
演
奏
し
な
い
の
で

サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
を
聴
き
、
相
談
員
は
し
ば
ら
く
の
間
、

衛
基
盤
の
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
溝
の
口
募
集
案
内
所
（
所
長

砕氷艦「しらせ」東京湾体験航海を支援
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所
長　

岡
山
１

た
。参

加
者
を
乗
せ
た
「
し
ら
せ
」
は
浦
賀
水
道
を
航
行
し
、
晴

者
は
「
長
い
航
海
を
す
る
南
極
観
測
に
は
欠
か
せ
な
い
施
設
だ

厚
木
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
自

イ
ン
、
お
台
場
な
ど
を
眺
め
、
最
後
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

し
て
、
海
自
横
須
賀
地
方
総
監
部
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
砕
氷

当
日
は
、
台
風
の
た
め
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の
の
、
天
候

護
衛
艦
に
目
を
奪
わ
れ
、
又
「
い
ず
も
」
の
巨
大
な
姿
に
圧
倒

載
ヘ
リ
Ｃ
Ｈ
ー
１
０
１
を
見
学
し
、
乗
組
員
に
よ
る
ラ
ッ
パ
吹

し
、
興
味
津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

に
艦
上
で
は
歓
声
が
上
が
り
、
ほ
ど
な
く
し
て
晴
海
ふ
頭
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
船
で
勤
務
で
き
る
よ
う
に
頑
張

若
者
に
志
願
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
募
集
活
動
に
励
ん
で
い
き

自衛官募集相談員の九州地区部隊研修を支援
海自佐世保史料館・福岡地方協力本部・西武航空音楽隊

海自「中級管理講習」で予備自衛官等制度説明を実施
自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐

予
定
隊
員
を
対
象
と
し
、
社
会
へ
の
適
応
性
啓
発
や
退
職

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
神
奈
川
地
本

い
て
紹
介
、
ま
た
、
即
応
予
備
自
衛
官
に
つ
い
て
も
、
陸

予
備
自
衛
官
等
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
予
備

に
お
け
る
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
た
。

術
科
学
校
で
実
施
さ
れ
た
「
平
成
２
９
年
度
第
４
回
中
級

備
自
衛
官
等
の
制
度
説
明
を
行
っ
た
。

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

願
が
出
来
る
こ
と
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
分
か

関
す
る
調
整
方
法
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
出
る
な

も
見
ら
れ
た
。

る
。

衛
隊
ま
で
の
歴
史
を
展
示
品
と
共
に
学
び
、
貴
重
な
史

課
長
か
ら
募
集
状
況
、
相
談
員
の
活
躍
な
ど
に
つ
い
て

す
か
」「
同
じ
楽
器
の
み
を
演
奏
し
続
け
る
の
で
す
か
」

優
雅
な
気
分
に
浸
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

３
日
目
は
、
空
自
春
日
基
地
に
所
在
す
る
西
部
航
空

展
望
ロ
ビ
ー
に
て
佐
世
保
の
町
並
み
と
、
海
自
や
米
海

ご
し
た
様
子
だ
っ
た
。

連
盟
と
の
話
が
印
象
的
で
、
自
衛
隊
と
諸
団
体
の
連
携

集
案
内
所
を
通
じ
て
入
隊
し
た
新
隊
員
の
出
迎
え
を
受

楽
隊
で
は
、
入
隊
要
領
や
活
動
状
況
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
演
奏
室
に
お
い
て
管
楽
器
等
に
よ
る
ア
ン

援
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
防

は
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
、
小
雨
の
降
る
中
で
の
航
海
と
な
っ

さ
れ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

奏
や
手
旗
信
号
も
披
露
さ
れ
た
。
理
髪
設
備
を
見
学
し
た
参
加

医
官
と
し
て
「
し
ら
せ
」
で
の
勤
務
を
希
望
す
る
参
加
者
は

り
ま
す
」
と
話
し
た
。

横
浜
み
な
と
み
ら
い
地
区
の
高
層
ビ
ル
や
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

海
尉
）
は
、
１
０
月
２
１
日
（
土
）、
募
集
対
象
者
４
名
に
対

艦
「
し
ら
せ
」
の
体
験
航
海
を
支
援
し
た
。

乗
艦
を
前
に
参
加
者
は
、
横
須
賀
基
地
に
停
泊
す
る
多
く
の

海
ふ
頭
に
向
け
て
北
上
。
航
行
中
の
艦
内
で
は
、
装
備
品
や
艦

け
ど
、
隊
員
が
お
互
い
に
髪
を
切
る
の
で
す
か
」
な
ど
と
質
問

の
下
を
通
過
す
る
と
、
い
つ
も
と
は
違
う
角
度
か
ら
見
る
景
色

港
し
た
。

「
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
で
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り
と
見
学
す

衛
隊
の
活
動
や
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
１
人
で
も
多
く
の

た
い
」
と
し
て
い
る
。

と話す生徒　（横須賀地方総監部）

本
講
習
は
、
３
佐
以
下
の
幹
部
及
び
准
曹
の
定
年
退
職

後
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
付
与
す

当
日
は
、
予
備
自
衛
官
等
の
制
度
、
訓
練
内
容
等
に
つ

神
奈
川
地
本
は
「
今
後
も
同
様
の
機
会
を
活
用
し
て
、

り
易
く
説
明
し
、
予
備
自
衛
官
へ
の
志
願
及
び
所
属
部
隊

山
野
太
資
）
は
、
１
１
月
７
日
（
火
）、
海
上
自
衛
隊
第
２

管
理
講
習
」
に
お
い
て
、
海
自
隊
員
６
７
名
に
対
す
る
予

は
今
年
度
か
ら
本
教
育
に
お
い
て
予
備
自
衛
官
等
の
制
度

上
予
備
自
衛
官
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
海
上
自
衛
官
も
志

受
講
者
か
ら
は
、
１
日
間
訓
練
の
内
容
、
訓
練
出
頭
に

ど
、
予
備
自
衛
官
へ
の
志
願
に
興
味
を
示
す
受
講
者
の
姿

自
衛
官
等
の
勢
力
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い


